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1 .は じめ に
例えば， '，IU;5Kよる保育相談の一つに，五立近次のよう
な内界のものがあった。
i 1 I，長9か月の男児の母綬ですがー ・ー ー。とても人なつっ
乙い子どもで，人みしりをしないのです。一人っチです。
育児，!Hζよれば，人みしりをしない子はかえって問題が
ある，との11。心配なのですが一..J 
乙のほ籾にとって，本児ははじめての Fどもであった。
1 rlJは付と子と二人だけで過す乙とが多いので，なるべ
く本児をいろいろな人に山会わせるようにζ乙ろがけて
いるらしし、。本児は，いつもにこにとと機嫌良く.Ill会っ
た人とやりとりをするという。母親としては，本児の乙
のような盗を，路しく思う反面，育児19とおりでないζ
とに不安か生じたのである。
それまでの乙の母紛の理解する「人みしり」とは.き
わめて典』回的，画一的なものでしかなかった。乳児の人
見知りがどれほど多種多織なあらわれ万をするのかにつ
いては，育児.!}に説明はなく，母親はもちろん関知しな
かったので-ある。
乙の例にみられるととく，昨今の電話相談の盛況は，
子どもの数の減少，骸家族化の進行とともに， f..'}紛の育
児不安もまた進みつつある乙とを示している。
我がチを出版するまで，乳児を他いたり，乳児と遊ん
だり した符験は持無である，という若い綴が少なくなL、。
新しく籾となった人々は，いきおい育児;!;fζ頼り，そ乙
fC:記述されている発注基準と我が子を見較べて一喜一憂
する乙とになる。さらに近隣lζ同年齢の子ともが偶然住
んでいる場合でも，概してその数が少ないが故fC:，かえっ
ておたがいか表面的な発達を較べあう競争相手Kもなり
かねない風潮かある。
大阪市大生活科学部児竜心開
( I ) 
乙うした背京の中で，幼稚園や保育所において，乳幼
児期の子育ての悩みをもっ綴を対象K，的極的に相談活
動をお ζなう試みが，乙乙数年全国各地でlf:加してきて
いるど若い鋭たちのチ育ての現実に続たちと段初lζ出
会う保育胞設の職員たちが，政っておりないとして立ち
1:がりはじめたので‘ある。その多く は，ダイヤルをl1l!岐
に公開して，電話相談の形式をとり，保育経験年数の長
い保育者が但当の任iζ当っているようである。
大阪においては.1982年より毎年，人・阪市幼児教育セ
ンターが，公私立の図長または主任級の幼稚凶の教員を
対象IC，幼児教育相談員養成講座を開鴻し，係嗣で相談
活動が}&Imしやすいよう援助しはじめた。(mイt，1t./j' 
も同議肢を担当する一人である。)
その結果， 1983年度における大阪市幼児教育センター
および大阪府下48個所の，地域教育相談コーナーでの相
談受付件数は1，200余を数えた乙とが報告されているγ
その内容(主訴)としては，手見の教育上の不安をrl'心と
した「環境的要悶JK関するものが段も多く (22%)み
られ，続いて乙とばの遅れ，身体健康上の問題が上位を
占めていた。
いうまでもなく .乳幼児をもっ観を対象にしたカウン
セリングや教育相談は，既fc:従来よりおζなわれてきて
いる。今また何政「保育カウンセリング」を減じるのか 7
乙れについて事告は次のように身えている。
!日.id3したように，日常，保育Eのねじ淡をしたいとj思っ
ている級は.私たちの周辺に数多く作{fする。しかも.
子どもの発注的変化と共K，次々と鋭の相談ζとは形を
かえて出現するのである。多様な育児情報かil.!i監するw
報社会の中で，一人の鋭として自分なりの保育鋭 ・育児
方針をもってはb、ても，できれば誰か(f . i頼し得る ~Jì門
家)と/i(.@し合いたい.という思いをもっ鋭も少なくな
b、。
凶みに，疏球大学特殊教育学科では.1982年より，学
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科の重要な事業のーっとして， r地岐に開かれた大学」
の理念Ir.応えるべく.教育相談活動を開始したという。
その経過報告によれば?地域の他の相談施設と異なる点
として'.①現在の家庭における教育方針が正しL、か否か，
という確認的意味あいで来所するケース，②担任教師や
保母と同道で，親が相談IL来るケース，が特徴的であっ
た乙とが述べられている。
もちろん，乙れらのクライエン卜の中には，子どもの
養育上の不安を，何らかの権威Ir.頼る ζとで打ち消した
いという依存的な思いをもっ者もあるであろう。筆者は
しかし，昨今の親の動向iζ関して，いずれも知識ではな
く，強く，親と共IL話し合い，考え合ってくれる立場の
人の存在を求める袋を感じるのである。 L、いかえれば，
知識は容易Ir.手lζ入るけれども，親が心を通わせながら
育児IL関して健かめ合ったり.相談したりできる人間関
係が稀薄なのである。
ζのような育児の今目的状況を考える時，直接の対象
は同じ乳幼児をもっ綴であるにしても，乙れからの「保
育カウンセリング」には，若干新しい視点を加えたアプ
ローチが要請されはしないか。 ![Jち一例をあげれば，カ
ウンセラーは，一時的な符在であるばかりでなく，子ど
もの成長発述Iζ沿って長期的，縦断的に同ーのクライエ
ントと面接する，という具合にである。
特iζ，本学児1在学科においては，日頃.児童臨床Ir.も
関心の深い学生を育成しようと ζ乙ろがけている。保育
現湯における「保育カウンセリングJは，保育者でもあ
り，カウンセラーでもある，といった二重の役割をとる
人を求めるものである。 ζの領域で活躍できる専門家を
世に送り出す乙との可能な私たちが，あらためて「保育
カウンセリングJのあり方を考えてみる乙とは時宜を得
たものではないか。
以上が本研究に際しての筆者の問題意識である。次節以
下， (その 1)では， r保育カウンセリングJの基本に
ついて述べるとJtlζ，特IL今後，保育カウンセラーとな
る人々に検討を促したい保有理論上の若干の問題につい
て論じてみたいと考える。
n.保育カウンセりングの方法と展開
1.保育カウンセリングの特徴
武田ら 'i~)その著において保育カウンセリングι治
療的教育相談と定義している。そして，カウンセリング
の媛助技術を，保育相談や保育内容κ応用し，特に鋭へ
の相談商媛を通して.子どもの問題が解決される乙とに
その意義を見出そうとしている。筆者も基本的Kは乙の
と考える。
一般にカウンセリングとは，言語を手段にした心思療
法であり，人は人間関係を通じて心理的lζ成長するとい
う考え方を基礎にしている。カウンセラーの治療理論は
さまざまであるが，いずれも共通しているのは，カウン
セリングとは，来談者(クライエント)が問題解決I(む
かつて自分の足で歩いていくように，側面援助をお乙な
う仕事であるという点であろう。
したがって，カウンセリングを効果的に展開するため
の条件としては，第ーに，意図的にクライエント と人間
関係を結ぶカウンセラーの基本的態度が問われる乙とに
なる。クライエントの語る内容に対して，積極的な関心
を向ける乙とができ，共感的，受容的Iζ，クライエン卜
の気持をうけとめ得る人が求められる。また，現実のク
ライ エントがし、かなる人であれ，その個人の可能性に深
い信頼を寄せる乙とができるカウンセラーが求められる。
第二に，クライエントは，今何を必要としているのか，
カウンセラーがどう対応する乙とが，段もクライエント
の役Ir.立っととなのか，洞察し得るととが大切である。
カウンセラーの役割は，大別すると次のようになる。
①共感的問解 ・受容
②的確な助言 ・指導・情報の提供
③d心1m治療
特I(③の進展i乙は，クライエントの側にも，その自立
が必要である。さもないと両者の相互関係を通じて問題
解決がはかられるととがクライエント K理解されず，相
手へのないものねだりに終って中断ケースという乙とに
なるoJ能性がある。
さらに第三Kは，クライエントの抱える問題は，どの
ようにとり組めば良いか，という「見とおし」を，カウ
ンセラーがもっ乙とである。
筆者は.以上三つのカウンセリングを効果的に進める
条件のうち， r保育カウンセリングjでは，特IL第二番
目の①と②および第三の点に考慮が払われるべきである
と考える。
既に私たちの周囲ではじまっている「保育カウンセリ
ング」の実践は，例えば，乳幼児に文字通りまつわりつ
かれながら，短いひととき，母親が筒話口の向うから
「問いかけ」てくるものである。あるいはまた，施設の
入口で背中に子どもをおぶったままの，母親の「困惑J
を受けとめる乙とである場合もある。
乙のような母と子の現実を念頭におく ζとから， r保
育カウンセリングJははじまる。限られた時間の中で，
すみやかに問題を犯握し，問題解決の方向性を見とおす
武田らと閉じ立拐で「保育カウンセリングJを把えたい 乙と，そして，現段階では，カウンセラーのとるべき役
( 2 )
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表 1 各年歯告にみられる問題行動とカウンセラーの留意点
年齢区分 問 題 ィーT 動 留 意 点
乳 ( 。身体 ・巡動発途上の遅滞 。誤った育児知識。 。栄養・娯食上の問題(飲まない、食べない) 。マザーリングの内実
。睡眠の問題(浅い、夜泣き) 。家族関係
児 。その他(微笑が少ない、よく泣く 、不機嫌) 。近隣関係
i:&. 。家庭の経済状況
期) 。児の身体的要因との関述
，画、 。言語発達ヒの問題(乙とば遅れ、吃音) 。遊び仲間、集団参加
前 。神経性習癖の問題 (吸う、かむ、自慰) 。環協づくり(屋内、尾外〉
幼 。第一反抗期 。テレビの影響
児 3 。視の養育態度 .t見の生活
期段、ー" 。子どもの発達過程を知る
。非社会的問題行動 。家族内不和(夫婦、嫁姑)
後 ( 回集団不通応(登園短否、かん黙、引っ込 。集団生活tの問題
3 み思案、内弁慶) 。児の身体的健康
幼 。神経症的行動 。通関施設側の問題(鋭との信額関係)
田神経症状 clT'¥.1，pみ、チッ夕、自慰) 。級の価値鋭(どんな子どもに育てたいのか)
児 6 回心身症状(腹痛、 おう吐、頭痛、便船) 7続の生い立ち、綬自身の抱える問題
則 i)Et 
。反社会的問題行動(乱暴、うそをつく、盗み、 。児の生俗的気質
いじめ、火遊び)
。発達遅滞
割は何なのかを洞察すること ，その前提として次の2・
3で述べる諸点が参与になるのではなし、かと思われる。
2.子どもの問題行動とカウンセラーの留意点
表 lは，各年歯告においてよく挙げられる子どもの問題
行動と，それに対してカウンセラーか留忍すべき点を一
覧にしたものである。
子どもの行動l乙気になる問題が生じてきた場合，それ
はとんな形であれ， fこともの発するsosのサインとみ
る視点が必要である。問題行動はまた，子どもの次の発
達段階iζ向けての飛躍の契機となる湯合もある。子ども
は，内発的lζ次なる発注にむけて手さぐりの行動を開始
する。その伎会が，しばしば観の眼には問題行動と映る
ζとも少なくないのである。したがって.カウンセラー
は，乙のような乳幼児期の発達の一過程としての問題行
動1<:fl怠する乙とも大切である。その上で， ，&1乙タIJ記し
たような，鋭自身の生活とチどもの保育mtJlについての
配慮を特に強調しておきたいと考える。
3.子どもの生活環境を問う
観が， fどもの問題行動や症状を次々と訴える場合，
カウンセラーは，できるだけ「具体的にJ籾子の生活場
( 3 )
面の例を話してもらうよう乙 ζろがけると良L、。そうし
てその時，その1寺の級の気持を傾聴するととである。
数多くの乳幼児の問題行動が，し、かにその家族をめぐ
る現段的要同から惹起されているかは，家庭訪問や地峡
視察を「保育カウンセリングJ1<:とり入れた'J例がdっ
ている。 i家にいると迄ちつかず，暴力的になる」と母
親が図っていたある自閉児の幼合，その家は.ま乙とに
手狭で日中も紛の当たらぬ窃所にあった。世間体を気に
し，家の近くでは同外遊びも避けるといった日常であっ
てみれば，相談室iζ来所した時の}jが，その児が機嫌良
く生き生きとしているのは当然であろう。
銃自身の生活を含めて，当の子どもの日常生活が，と
のような家族偶成で，どんな住宅~境で，どのような文
化背最のもとでいとなまれているのか，児をとりまく生
活世界をできるだけ明確にイメージしうる乙とが，カウ
ンセラ ーに唱まれる。
次iζ.近隣現段の問題がある。 F育てに適さなし、から
といって転居ーはままならないのが我が国の住宅問題の実
情である。戸外の交通量が激しいため，子ども一人では
外に出せない，遊び場が近くにない，自然と級しむ照焼
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はほとんどない，というように，都市の保育原境は劣悪
をきわめる。加えて，商業主義のはび乙る庖舗が軒を並
べている。買物K子ども連れで出かける度IC，子どもの
購買欲と鍋わねばならない，と母親たちは訴える。商業
主義に対抗して紋然、とした態度をとりっつけるためには.
一人一人の母親の力はあまりに弱~、。
乙うしてみてくると，現代の育児状況下の「保育カウ
ンセリング」は，級自身の養育態度Iζ焦点をあわせるだ
けでは，変化を得る ζとは困難な問題を多く目前にして
いるζとがわかる。
筆者は，乙うした状況を打開するために，保育カウン
セラーのもう一つの役割として，保育ネットワーク作り
の担い手となるζとを提唱したいと考える。図lは，こ
のような役割lを前提として，カウンセラーの地峡の中で
の位置を図式化したものである。
図1ζ矢印で示すように，カウンセラーは，乳幼児にか
かわる公共機関である保健所や保育所・幼稚園と日常的
IL倭触をもち，乙れらの機関において親と子IL働きかけ
る施策に助言ないしは協力する。
カウンセラーは，直接相談κ来る母親と援助関係を結
ぶが，機会をみて当の子どもとも而緩する。
./ 
図 1保育カウンセリングの進展
( 4 ) 
カウンセラーは，クライエントの家庭が，カウンセラー
とのみ信頼関係を結ぼうとせず，同時に地域の中で，各
家庭どうし交流をはかるように，家庭の状況Iζ応じて適
切と恩われるネッ トワークを紹介する。
乙の他， r裸足の医者Jならぬ「巡回 ・移動力ウンセ
ラー」として，カウンセラ ーが各家庭各機関と連携をと
る存在である乙とを， ζの図は示している。乙の点Kつ
いてはV，で再びふれたいと考える。
m. i保育カウ ンセリング」 の対象 について
1.動後付けのあるクライヱン卜
保育カウンセリングの因灘性の一つは，直接の対象は
親であるが.その向うに問題行動を示す乳幼児がみえか
くれするという状態を，カウンセラーがうけとめている
乙とである。
子どもの乙とで心配iとなり，何とか専門家i乙相談して
手だてを傍じたい，あるいは大したととはない，と安心
させてほしい，と願って来談するのが，動機付けのある
クライエントである。乙の立場のクライエントは，カウ
ンセラーを保育の専門家であると信じやすい。しかし，
カウンセラーは，保育lζ関する専門家であるかも知れな
いが，保育の専門家ではない。保育の専門家などという
ものは本来，存在しないのであって，特定の親が子と，
あるいは特定の保母が子どもと，他の誰とも代替のきか
ない人間関係を結んでいくのが，保育と呼ばれるかかわ
りなのである。だから，その人らしさが磨かれて十分発
揮されたかかわりが展開できるととが笠ましい保育なの
である。
カウンセラーの助言は.したがって，級が.困惑を克
服して，生き生きと子どもに立ちむかえるような方向性
をもったものでなくてはならなし、。クライエン トが徐々
に自信を得て，意欲的iζ子育てにとりくめるような，具
体性をもった保育上の援助が，乙のようなクライエント
には望まれる。
2.動機付けのないクライヱント
保育カウンセリングの困難性のこっ目は，幼稚l謂，保
育所などにおいて，子ども集団の中で，その行動が保育
者の眠からみて問題だと思われる子ともの湯合iζ生じる。
例えば，友だちを噛むという行為が頻発する児がし、る。
家庭での親の態度にどうも問題がありそうだ，と保育者
は考える。しかしながら，その児の家庭は自営の商庖で
あり，父母とも早朝より夜遅くまで仕事に忙しい。組母
が本児を圏へ送迎しているが，どうも本児は弟の出生を
機iζ，今まで以上に父母Kかまってもらえなくなったの
を淋しく恩っている線下がうかがえる。
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家庭訪問をした保育者は，母親は本児のことを何とも
心配していないζどに気づく。 友だちを噛む話を切り出
しても. i先生，気をつけて止めてやって下さL、。その
うちやむやろ。 Jととりあおうとしない。
乙のような母貌合前にした時.保育者は問題解決の糸
口を失った感じで.とまどいがちである。乳幼児期にお
いては，子どもの24時間の生活を，保育者と家庭の税と
が共にみつめ，補し、支え合わなければ.子どもの発述は
なかなか順調には進まなし、。 ζうした場合，共同保育の
視点で親と保母が糊して保育を進めてきた'来践誌ならっ
て，保育カウンセラーが別の観点から親に迫ってみる乙
とを筆者は勧めたいと考える。
高度経済成長期に成育し，その後続となった現代人の
多くに共通する点は，即行性傾向がみられるととである。
f2かな物質文明の中で育ってきた彼らは，共過して耐
性lζ乏しく，手IJ郎的な傾向を有する?深く内省するより
は.フィーリング例代と呼ばれる ζとく，感情にまかせ
て即座IC行動に出てしまいやすいのである。 fl1話相談の
気軽さにのれるのも.ζの世代ならではの特徴がよくあ
らわれている。子干すでにむかう時も，我が子に感情をあ
らわに出してしまうl世代である。調子の良い時は.子ど
もとの関係がスムーズにもてるが，多忙であったり，臼
分自身がイライラしていたりすると子どもにあたりちら
し，子どもがwを乙おむる乙とになる。
さらに乙の世代の特徴は， 子どもへの表現}j法がまず
い乙とである。簡単に体却を与えたり，口やかましく小
言をいったり，否定的な表現で子どもをけなしたり 1ヒっ
たりする傾向があるJ)
ζのような点を4考慮したよで，カウンセラーとしては
宿直l乙，子どもたち一般の発速にみられる袋と，当の子
どもの実態とのずれを指嫡し，子どもの現実が何を訴え
ているのかを問題縫起し.語り合いを親K求めてい く乙
とも大切であろう。そして.fJtのζ うした即行性か，そ
のまま子どもに引き継がれていく乙とのないように，実
践的な綴正教室や保育参加(綴も施設の臨時スタッフに
なってみる)など.保ffを.iniじて親も子もTiち合えるよ
えな倒的な活動21)くり返し提供する試みを企附する
乙とを勧めたL、。も らろん乙のためには， 日の3で述べ
たような.地以のqlでの他者ーとの協力が欠かせないであ
ろう。
O~孟早期の，まだ一人では移動できない子どもだから
と，時間決めでお宇しをうえで，あとは二階へ筏かせてお
いてl階下で仕事をしているという母親や.子どもに話し
かけるのは苫手だ，と唯無言で乳児の相手をしていると
いう母親がある。ありふれた日常生活のひと乙まひと乙
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まを例lζとり，カウンセラーが具体的な子育ての方法を
t端的lζ教示するかかわり万が，動機付けのないクライエ
ント IC{}}恩わぬ効を奏する乙とがある。保育者でもある
カウンセラーが，真iζカを発信lするのは.あるいは動線
付けのないクライエントにおいてであるかも知れない。
最後に，日常集団保育の場において子どもの保育に燐
わっている保存者がよく陥る問題を一つ指摘しておきた
い。保育省は子どもの立溺や気持がわかりすぎて，親を
問題視したり.f見をせめる傾向が強い。
保育カウンセリングの目的は，結局.親が育児を楽し
いと感じ，意欲的IL子育てにむかうようになる乙とであ
る。保育現湯をもっカウンセラーは，続の立協や気持に
より添う努力を忘れぬようにしたい。
IV.保育カウンセリングの問題点
1.母子関係理論の弊害
我がl亘においては，父親が育児にかかわる割合が培加
してきたとはいえ，まだまだ当分は，保育カウンセリン
グの主たる対象は母観である時代が続くと予想される。
乳幼児のi函悶胞設でとり組まれる.父f見をまき込バピ
行事である ij運動会」や「夏祭りJ.その他の親子参加l
の諸種のプログラムの中に，既iζ先進的な地以では，父
親が子どもにかかわる意義ならびにその実際が，幾っか
織り込まれているようではあるf}
しかし，現在までのと乙ろ，令同的にみればζうした
父税に焦点を合わせたとり組みは絡についたはかりであ
り.家事 ・i'i児は母親の任務という性別l役割分業観を超
えて，積極的に父親に働きかける乙とを保育施設が重視
しているという認は，あまりIUかれない。
筆者は，乙うした現状には，保育所 ・幼稚|逼をはじめ
幼児教育に燐わる人々の多くが友性である，という点が
かかわっていると与える。保育級協がタ性iζ適識である
とされるのはやj敏か。それはいうまでもなく，母性(妊
娠.1.¥産.t:受乳機能を有する性)という生物学的基健を
前提iとして，女性が育児iζ適した性であるとみなされて
いるからである。
乳幼児期はり鋭の手で，それが1!fPMなら，あるいはそ
れを補完する集団保育は、やはり友性の下で.という凶
式は，保育を職業とし，経済的に自立して生きている火
性たちにも陪J~、白される乙とが少ないのである。
保育カウンセリングを進めるにあたって.まず第ーに
さ医者は，乙れまでの保育観すなわち伝統的な性別役割l意
識の延長線上iζ伎町する母子関係強J.~の保育観を，保育
者たちが点検するζとを提唱したいと考える。
坂上は11)共働き家庭の子どもたちを保育している保育
一132-
所の保母たちですら，日常の保育の中で，現状では深く
との性別役割l意識の問題点について考える段階に到って
いないことを，質問紙による調査結果から指摘している。
一方，保健婦ならびに発達相談員を中心として，保健
所lζおいて乳幼児一斉健診と併行しておζなわれている
「保育カウンセリ ング」の場合はとうであろうか。
乙乙でも，カウンセラーは女性が多いし，クライエン
トは圧倒的多数が女性である。子ともの問題行動が邑iζ
見えて重篤である場合は，父親が同伴する乙ともあるが，
父子家庭でない限り，父親一人で来所するととはまれで
ある。
主訴の中で最も多いものは，乙とばの遅れである。相
談事例の多くが，父母の両方か，あるいは母親自身が遠
隔地の出身者であったり，高層マンションに居住してい
たりの典型的な都市型家庭の子どもである。
「一緒に遊ぶ子どもが近所I(いないのです。 Ji私に
も友人はし、ません。」 ζのような母親1(，もっとをかな
母子関係を，と唯一人でがんばる方法を説く乙とは虚し
。、?
森らは，生後4か月児および l歳 6か月児をもっ母親
を対象lζ継続的にお乙なった質問紙調査において，主婦
専業の母親の子どもの方が有職の母親の子どもに較べて，
起床就寝，テレビ視聴など生活リズム上の問題点が多かっ
たと指摘している。また， 子どもの加齢とともに必ずし
も育児姿勢は好転するとはいえぬ傾向が示されたことを
指摘し，保健所などにおける育児指導は，発達の節々に
あわせたきめ細かいものが要求されると述べている。
これらの諸点を考える時，筆者は「保育カウンセリン
グjにおいて，同じ女性であるカウンセラーとクライエ
ン卜どちらもが，社会通念としての 「母性信仰」や「育
児は母親の責任Jという価値観から意識的に，ひととき
自由になる乙とを乙ころがける必要があると恩うのであ
る。
奇妙なことに，放任的，拒否的な育児態度をとる母親
においても，母子関係重視の常識が，色濃くその心lζ影
をおとしている。そして，子どもの問題行動を前にした
時.母親たちは，しばしば 「私が乙の子を何とかしなけ
ればJという思いだけを先行させ，責任感の空転I(苦し
むのである。
「保育カウンセリングJを実施する場合は，乙のよう
に対象として，いかに母親が多いとはし、え，その現実iζ
一方的に流される ζとなく， i何故母親なのか」の問い
を含めて対応する ζとを勧めたい。
既に，母親の育児行動は，子どもとの相互作用の中で
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とζろである?切口えて，諸々の実験的研究においては，
母親は単独でいる時よりも，父親と一緒にいる時1(，乳
児に対して，より多く微笑したり，続極的な関心を示す
くsecond-ordereffect>乙とや， 0歳児であっても子
どもは母親と同様父親iζ対しでも愛者行動を示rkso-
cial network>乙とが明らかにされている。
母子関係は，母と子の関係のみでは豊かに育ち得ない
乙とを，父一母(夫一委)関係，父一子一母関係を視野
に含めた保育カウンセリングの展開を，乙れからの保育
カウンセリングを進めるにあたって，筆者は敢て強調し
たいと考える。
次iζ，第二番目I(配慮が望まれることは，現代の母子
のおかれた孤立状況についてである。先述したよう1(，
もっぱら家庭まかせにされている 3殺未満の子どものい
る家庭は，母親の置かれた立場次第で，容易に周囲から
孤立してしまう。子どもの養育条件の家庭問絡差が最も
大きいのがζの時期である。乙の時期の育児で悩む母綴
Iζ対しては，母親の精神的孤独について，とりわけ配慮
が必要である。 1982年K闘かれた親と子の伴をめぐるシ
ンポジウムにおいて，小林は17)ラファエルの提唱するドウ
ーラ効果の考え方を紹介している。ドゥーラと呼ばれる
妊娠，分娩，育児をする女性を援助する人物の存在が歴
史的に，当の女性が母性を発揮するのに効果があった乙
とを例にとって，現代社会においてもドゥ ーラ効果を示
すような助け合いシステムを作る必要があるのではない
か， と小林は述べている。
保育カウンセラーはまさに今日，乳児の母親にとって
精神的な意味あいでのドゥーラでもある。そして次節以
下でふれるような視点を，カウンセラーがもっ乙とによっ
て，母子関係はさらに質的な鉱がりをもって展開するこ
とになる。
2.手L幼児の仲間関係の探求
1984年より大阪市内の各保健所では i7か月児育児教
室jが開催される ζとになった。 H保健所では，参加し
た親子たちに赤ちゃん体操を指導するとともに o議後
半期の乳児の発達の要点の解説ならびにζの時期の保育
課題を提起している。 離乳食講習も欠かせぬプログラム
である。
筆者は， ζの育児教室に来所した親たちに，生後7か
月の子どもたちの，対仲間行動を而接 ・ききとり法で調
査してみたア)
結果は，1{也の赤ちゃんに対して興味 ・関心を示すJ
(自発的I(見る.触れる ，声を出すなど態度で示す)児
は905ぢ以上， i日常よく接する幼児lζ対して興味 ・関心
触発される側面が大きい乙とは，多くの研究が示唆する を示すI 児も同じく 90~ぢ以上であった。乙の数値にみら
( 6 ) 
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れるように，0歳代の乳児ですら，他児への関心は思い
の他郎、のである。他児との緩触の機会をうえられれば，
乳児たちは，母子だけで過す一日にくらべ.はるかに多
様な発達上の諸程の刺激をうける乙とができるであろう。
実際，保育所など乳児保育の現場では，乳児同士が模
倣し，月齢の高い子を見宵い，生活宵償形成が無PI1なく
助長されるということがよく語られる。 ζ乙数年，乙れ
らの体験的観察を裏付けるような，乳児の仲間関係K宅
J点、をおく研究が増加しはじめている。仲間関係は.乳児
期の対人関係研究が，母チ関係に偏寄りすき、たことへの
反省か♂)新たに追加された手間研究の着眼点でもある。
新しく得られた知見は，対人的終験の量的質的走異が，
子ともの対人関係仁の倒人差を生じさせていることを示
唆している。
保育カウンセラーは，乳幼児の発注をめぐる課題にと
り組む際，乙の仲間関係の影響を考慮し，子ともの日常
生活を見直す視点をもっ乙とがftfJめられる。今日の家庭
保育の開通点の一つは，先lζも述べたように，幼ないヂ
を抱えた母親の孤立である。乳児の時代から，母紛がて子
ともを一人でかかえ込む溜鮮を身につけずに，家庭から
I白紙にうって出て，寸こどもと共に他の人々とふれ合う生
き方をめざす乙とを勧めてみたいものである。その乙と
が親lζもずにもかけがえのない対人経験となり，自然体
Iζ人と生きる姿勢を養うととにつながる。親の配慮がな
ければ，乳幼児が仲間を求めることが困難な今日である。
親がチどものために，仲間と出会う場を績紙的につくっ
ていけるように.保育カウンセラーは，一方で社会資源
の閲拓にも力を入れる必要があるであろう。
3.共同保育の理念の受容一一育児の協業ということ
しまよう乙は20)セラピィとフェミニズムのl均速にふれ
て，乙う.i&べている。
「セラピィは;，む在、を持つ個人が，日分の生き方を構
想し演出していける自立した市民に成長していく上での，
教育政策 ・社会政策ICプランを提供する役割を負う乙と
ができる。カウンセラーは専門的な，しかし外部から見
ると自問した 「相談室』でクライエントの埋解IC全エネ
ルギーを注ぐだけでなく， “もうひとつの文化"による
蘇生を必要としている社会IC白を向けて，精神の健康1m
を輸出し，生活世界を塗り変える行動を開始すべきであ
ろう」と。彼交は，カウンセラーの役割として，従米の
生産性と効率中心の社会に適応する男性主導型~の文化に
対抗する，“もうひとつの文化"を筏板的lζ提起するこ
とを求めている。
筆者は，しまの考え)jに啓発されると乙ろが多いが，
乙乙では特に「保育カウンセリング」に閲して，彼女の
( 7 ) 
主4長と軌をーにする，乙れからの乳幼児保育のあり方に
ついての筆者の見解を述べてみたい。
母親の子育ての初期において，専門家として母親と出
会うカウンセラーの保育観は，その後の親の育児姿勢fC
大小の影響を及ぼすであろう。カウンセラーが，もし閉
鎖的な母子交流の竜要性ばかりを強調すれば，それに十
分応えられぬ母籾の場合は，山口のない渦の中でもがく
乙とになってしまおう。
と乙ろで，東IIは，登校拒-6児をもっ家庭fC， i母親
ノート法」の実践をすすめている:1}乙れは問題の子とも
と母親が交した会話をノートiととり，あとでカウンセラー
と共fC，母親の応答が，子どもに対して治療的パターン
iζ終始していたかどうかを 「点検」する}J法である。母
親は、治療的パタ ーンで子ともにかかわる乙とをと乙ろ
がけることによって，弱っている子どもに (心的)エネ
ノレギーを与える。そして母線自身は不足分のエネルギー
をカウンセラーからもらう。 ζの家族がもし，父親が母
親lζ，兄牙;が当人にエネ Jレギーを与えられる家族であれ
ば、外部から借りるエネルギーは少なくてすむし，それ
だけヨ人の立ちl育りも早い，という。
さらに乙の母税ノート法の'夫践は，グループ点検の刀
法でもすすめられる ζとが述べられている。グJレー プで
は，同じ悩みを持った観どうしの連帯感が生まれ，それ
がお互いの心を強く支え合う，また.他の母親のやり)j
を知る ζとで，それを臼分の手本や反省fCし，あるいは
乙れで良いのだ.との安心感を持つ乙とができる利点、が
ある，と指摘されている0
~校担否児に効果的である，とされる乙のようなカウ
ンセリング ・アプローチは，できれば子どもの乳幼児期
から，予防教育的iζ，保育カウンセラーによって，とり
入れられて良いのではないだろうか。
筆者は，現在各地で生まれている 「共同子育て」グルー
プの巡動IC，こうした規点が導入される乙とを期待する。
iJも同子育て」運動が目標とする 「共同Jの恩怨は，
もともと共働きを続ける鋭たちが，子どもたちを一個所
で共同あるいは交替で世話し合ったり，グループで保母
を雇って一緒iζ力を合わせて子育てと仕事の両立をはか
ろうとする共同保育の実践から生まれたものである。現
在では，専業主婦として家庭で育児に換わっている母親
たちの聞でも，親も子も仲間の中で共に育ち合いたい，
というグループ形成の嬰求が生まれ，週Ic何回か類似の
合同保育形態をとり，育児の協業を試みる.'lYJきとして注
目されている。
-)j，就労する母親たちの場合をみると，公的機関と
して「保育所」が整備されてきたものの，綴たちを育て
-134- 児 E在学
る機能や役割は，なかなか保育所側には果たせていない
実情が見周される。 ζの点は保育所の今後の課題である。
筆者は，東山のいうような， 問題が生じた場合だけ，あ
るいは家族内部に十分な(心的)エネルギーがなし、湯合
だけ.保育カウンセラーが登場するというシステムをと
るのではなく，むしろ日常的IC，家族の枠を越えたエネ
ルギーの受給を，乙れからの保育を進める上で考慮して
いきたいと考える。
しまが指摘する“もうひとつの文化 "は，乙 ζでは，
共同保育の箆念、の受容であり，乳幼児期からの育児の協
業である。
いいかえれば，母親が，ただ自分の力だけで子育てを
しようとがんばるのではなく ，父貌や他の母貌たち，大
人たち，そして子ども仲間のエネルギーを段大限に活用
して保育を進めるζ とが，子ともにと っても自分自身に
とっても 「良b、」のだと気づく 乙となのである。
以上， r保育カウンセリングjの充実と鉱大のために，
本研究では，特1:カウンセラーに検討を促したい諸点を
論じてきた。次節は，さらに検討が必要な今後の課題に
ついて述べ，まとめとしたい。
V.まとめと今後の課題
1 .電話による相談について
電話相談は，先にも述べたように，yJjない子ともや防
害児を抱えて， J泊所相談をしにくい籾たちには，必要不
可欠な一つの相談システムである。しかしながら， ES話
相談は， 一般に.その匿名性の放にいくつかの危険な落
とし穴をもっ。子どもの人権という観点、からみれば，対
面カウンセリングの形態では可能な，ケースの予後への
配慮がお乙ない得ない乙とは大きな問領の一つであろう。
とのような短所を補うために，活者は，iH話相談iζ加
えて，地場IL相談室コーナーをより多く常設していく乙
とを考えてみたい。
近年，安全な食物を求めて結集した市民により食糧の
共同購入や生産地との提供活動がお乙なわれている。そ
の組織化されたものが各地の「生活協同組合」である。
筆書は乙の活動の一環に，保育相談活動が盛り込まれる
乙とを織怨している。衣 ・食 ・{主をめぐる生活問題のみ
ならず.保育問遁は，まさIL生活協同組合がとりくむべ
き絡好の課題ではないか。専業主婦がつくった共同子育
てグループが，生協活ilIJと述結している場合もみられる
と乙ろから，今後，乙の}j向での民望をさぐってみたい
と考える。
2.保育者がカウンセラーである場合の限界について
日頃当のチどもの教育』ζ直接憐わる者が.同時にその
(8 ) 
親の保育カウンセラ一役を満足に果たせるか，という疑
問がある。子どもの日常生活の安を詳しく知っている，
という利点が，保育者の強みではあるが，子どもの問題
行動が図の側の原因により起乙っていると親が推測して
いる湯合なと，カウンセラーに思いを打ちあける乙とは
容易ではなb、。保育カウンセラーは，続と共に同ーの方
向をむいて話し合える乙とがその基本的立湯である。保
育カウンセリングがそのような基盤の上で進んでいるか
どうかを見極める力を，カウンセラーはもたねばならな
いし，どのようなクライエントを自分はひきうけられる
のか，について常IL方針をあきらかにしておく必要性が
あろう。保育者が実際にカウンセラーとしてどう動くの
が望ましいか，についてはさらに本研究につづく(その
2 )で分析したい。
一家族当たりの子どもの数の減少や，核家族化の進行
にともなって駒大した級の育児不安 ・子育ての迷いに応
える「保育カウンセリングJの展開にあたって，考慮す
べき点字挙げ，論じてきた。
要約すると， r保育カウンセリング」においては，特
lζ次の3点を考えていくべき ζとが提起された。
1.動機付けのあるクライエント及び動機付けのない
クライエント各々について.カウンセラーは何を配慮す
べきか，について
2. r保育カウンセリングJの展l泊に際して，カウン
セラーは現実をどううけとめ，どんな注意を払うべきか，
について
3.従来の伝統的な保育即論一乳児は母親に対して単
一ぷ向性をもっーに対しての疑問と，今後乳児の仲間関
係が発達lζ及ぼす影響さらには，母親たちが子どもの養
育において，共同保育のJll1念を受容する ζとの積極的な
側面について
以上である。
段後1:，お忙しい中ご校閲下さいました，氏!京1!教授，
丹下l主一助教俊iζ心から謝意を表します。
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Summary 
This study is intended 10 discus what should be considered in order to provide effective ‘Nurture Counseling' for 
mothers， harassed by lheir infant's behavior. 
The poinls 10 be discussed are as follows; 
1. How to provide counseling for mothers who are consciously in need of counseling assistance and for other molhers 
who are unaware of the fact of having problem children. 
2. What is necessary in terms of lhe counsellors attention. 
3. The necessity of having to examine the traditional nurture theory， especialy the doubl lhat monotropism exists in 
connection with the mother， concerning infan ts. Fri巴ndshipsand peer relationships which inf1uence the development 
of infants must also be examined， as well as the tendency to accepl the idea that rnothers should collaborate with 
each oth巴rin bringing up their infanls. 
( 9) 
